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論文内容要旨
 胆汁内の膠質として重要なムチンに関して多くの研究報告がなされているが,胆汁ムコプロテ
 インの研究,特にその臨床的意義に関する報告はきわめて少ない。一般に,ムコ物質はヘキソサ
 ミンが共通の構成因子であることは良く知られているが,著者はこの点に注目し,開腹術を施行
 した患者の胆のう胆汁を採取し,そのなかに含有されるヘキソサミンを定量して,その含有量の
 増減について検討し,さらに諸種臨床検査成績ならびに肝組織所見との相関について考察を行な
 った。
 検査方法としては,先ず開腹術施行患者の術中に胆のう穿刺に・より約1500の胆汁を採取し,
 同時に肝切片を切除した。その胆のう胆汁をエタノールで処理して胆汁ムチンを得,このムチン
 のヘキソサミンの定量には吉沢の定量法を用いた。また切除した肝組織はホルマリン固定後,ヘ
 マトキシリン・エオジン液で染色した。
 次に肝機能については,黄疸指数はMeu■e且graeht法,Z.T.T.忙Kunke1法,血清
 アルカリ性フォスファターゼはBe日8ey-LOwry法,血清卜'ランスァミナーゼけRei七mann-
 Franke■法,血清ムコプロテインはWinz■er法によりそれぞれ定量した。症例は手術診
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 断により4群に分類し,また胆のう胆汁ヘキソサミンはその含有量により便宜上,一(14.9mg
 /d・以下),±(150～299mg/α・),+(5aO～449m畝吐1),†(450mg'
 /d1以上)の4段階に分けた。第1群(胆石症,胆のう症“では,ヘキソサミン値は各段階に
 わたってかなりのばらつきがみられるが,その74%は一ぎょび上値を示している。しかるに胆
 石症を結石の種類によって分けると,ビリルビン系胆石ではコレステロール系胆石に比して胆の
 う胆汁中のヘキソサミン量は低かった。第2群(胆道系癌)では,その約90%が針'値を示し,
 平均は他群の約10倍に達している。第5群(胃癌,腸癌)では,その60%が一値を示し,平・
 均でも第4群(胃,十二指腸潰瘍など)より低いが,血清ムコプロテインは第2冷よび第5群で
 共に高値を示した。
 胆道系癌の場合に胆汁中ヘキソサミンが他の群に比して著しく高いことは特筆されることであ
 るが,これは腫瘍組織で作られた多量のムコプロテインが直接胆汁中に放出されるためと考えら
 れる。ことに胆道系癌の胆のう胆汁ヘキノサミン含有量が他疾患の約10倍であるという尋とは,・
 瞳癌組織におけるムコプロテイン産生母地が正常の産生母地すなわち肝のそれに比して如何に大
 きいかを物語るものである。しかるに第3群ではむしろ第4群より低値を示しているが,これは
 肝障害,特に肝細胞変性を起こしやすい胃癌冷よび腸癌にかいてはン血清ムコブロテインは増加
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 しているにもかかわらず,胆のう胆汁中のヘキソサミン量はむしろ減少するものと思われる。
 その他の疾患の胆汁ヘキソサミン量については,かなりのばらつきはあるが,計値は1例もな
 く,44%は±値であり,工値の累計は56例中41%を占めている。このことから胆のう胆汁
 ヘキソサミンの正常値はこの‡値の附近であろうと推定される。,
 次に胆汁ヘキソサミン量と諸種臨床検査成績との関係について検討すると,現在ムコプロテイ
 ンの産生母地と推定されている肝については,肝組織の変化すなわち肝細胞変性,肝色素沈着,
 円形細胞浸潤,結合織増殖などとの間には特に有意の相関はみられず,肝細胞変性が高度になれ
 ばヘキソサミヲの減少する傾向がみられたに過ぎない。肝機能については,胆汁ヘキソサミンと
 黄疸指数,血清アルカリ性フォスファターゼ,血清トランスアミナーゼとの間に有意の相関がみ
 られたが,これらはいずれも閉塞性黄疽において陽性となる傾向がある。これは胆石症に寿いで
 は胆のう胆汁のうつ滞により単位濃度が低くならないためであり,胆道系痛ではそれに加えて癌
 組織より,多量のムコプロテインが胆汁中に放出されるためであろうと考えられる。
 最後に胆汁ヘキソサミン量と胆蒲の粘調度むよびムチン量との間には高度に有意の相関がみら
 劃たが・ムコ物質は粘着性を持ち・共通の構成因子としてヘキソサミンを有していることから当
 然と思われる。
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 審査結果の'要旨
 著者は,開腹術を施行した患者の胆のう胆汁を採取し,そのなかに含有されるヘキソサミンを
 定量して,その含有量増減にづいて検討し,さらに諸種臨床検査成績ならびに肝組織所見との相
 関について考察を行ない,次の成績を得ている。
 症例は手術診断により4群に分類し,また胆のう胆汁ヘキソサミソはその含有量により便宜上,
 一(149硯駐/α1以下),士(15.0酎299吻/d■),+(50.0～44.9㎎/al),廿
 (45.0賜/dユ以上)の4段階に分けた.第1群(胆石症,胆のう症)では,ヘキソサミン値は
 各段階にわたってかなりのばらつきがみられるが,その74躬は一かよぴ上値を示している。し
 かるに胆石症を結石の種類によって分むると.'ビリ万ビン系胆石ではコレステロール系胆石に比
 して胆のう胆汁中のヘキソサミン量は低かうた。第2群(胆道系癌)では。,その約90%が廿値
 を示し,平均は他群の約10倍に達している。第5群(胃癌,腸膳)では・,その60%が一値を
 示し,平均でも第4群(胃,十二指腸潰瘍たど)より低いカ㍉血清ム訓プロテインは第2齢よぴ
 第5群で共に高直を示した。
 次に胆汁ヘキソサミン量と諸種癌臨床検査成績煮の関係について検討すると・現在ムコプ・テ
 ィンの産生母地と推定されている肝については,肝組織の変化すなわち肝細胞変性,肝色素沈i着,
 円形細胞浸潤.結合織増殖などとの間には特に有意の相関はみられず,肝細胞変性が高慶:になれ
 ばヘキソサミンの減少する傾向がみられたに過ぎない。肝機能については,胆汁ヘキソサミンと
 黄痕指数,血清アルカリ性フォスファターゼ.血清卜'ランスアミナーゼとの間に有意の相関かみ
 られたが!これらはいずれも閉塞性黄疸において陽性となる傾向がある。これは胆石症にかいて
 は胆のう胆汁のうつ沸により単位濃度が低くなら吐いたφであり,胆道系癌ではそれに加えて癌
 組織より多量のムコプ・ティンが胆汁中に放出されるためであろうと考えられる。
 さらに,胆汁ヘキソサミン量と胆汁の粘稠度お・よびムチン量との間には高度に有意の相関がみら
 られたが,ムコ物質は粘着性を持ち,共通の構成因子としてヘキソサミンを有していることから
 当然と思われる。
 したがって,本論文は学位を授一与するに値するもめと認める。
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